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2024年 9月 30日 

TIS株式会社 

 

TIS、「デジタル基盤オファリングサービス」を提供開始 

～生成 AIアプリを迅速・手軽に開発可能な導入オプションをはじめ、 

ラインアップ拡充による基盤サービス強化を目指す～ 

 

TISインテックグループの TIS株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：岡本 安史、

以下：TIS）は、企業のニーズに応じて最適なデジタル基盤を提供する「デジタル基盤オファリン

グサービス」を 2024 年 9 月 30 日より提供開始することを発表します。また、新サービスメニュ

ーとして、企業が生成 AI アプリを開発、PoC から本格展開までを短期間で実現できる生成 AI 導

入オプションを提供します。 

 

 「デジタル基盤オファリングサービス」は、ITサービスの立ち上げや ITインフラのモダナイズ

を検討する企業のニーズに応じて、アーキテクチャの最適化やデジタル基盤・サービス基盤の構

築、運用管理までを提供するサービスです。 

本サービスは、長年の運用実績を持つ TISの安心・安全な「インフラ基盤」、サービスの企画か

ら開発、運用まで一気通貫でサポート可能な「サービス基盤」、先進テクノロジーに習熟した「サ

ービスアーキテクチャコンサルティングチーム」の 3 つで構成されています。これらを最適な形

に組み合わせて提供することで、企業がアプリケーション開発へ専念できる環境の実現や、イン

フラ運用にかかる負荷の軽減を目指します。 

  

＜「デジタル基盤オファリングサービス」提供イメージ＞ 

 

また、今回新サービスメニューとして提供する生成 AI 導入オプションでは、生成 AI を用いた

PoC の実施を検討する企業を対象に、TIS がサンプルデータの準備やデータ加工をサポートしま

す。企業担当者が生成 AIアプリを迅速かつ手軽に開発できる環境として、アマゾン ウェブ サー
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ビス（以下：AWS）の「AWSマネージドサービス」およびセカンドサイトアナリティカ株式会社（以

下：セカンドサイトアナリティカ）の「R2Engine」※1を用いた Sandbox環境※2を提供します。 

 

※1 セカンドサイトアナリティカのプロダクトである大量のデータ処理に対応した実践的 AI 実行基盤 

（https://www.sxi.co.jp/aiproduct/red） 

※2 企業が通常利用する内部ネットワークの領域から隔離され、保護された空間に構築された仮想環境 

 

＜生成 AI導入オプション提供イメージ＞ 

■背景 

近年、多くの企業が DX推進や業務効率化による生産性向上に取り組んでいる一方で、デジタル

化の実現にはクラウド技術など多くの技術要素が必要です。しかし、インフラ運用におけるコス

トの高まりや人材不足により企業の負担が増加したり、システム開発の属人化や手作業での構築

を原因とした開発の停滞リスクが考えられます。 

また、2023年以降は、生成 AIに対する期待の高まりにより、ビジネスへの活用を検討する企業

が増加し、日々の業務の中でも生成 AIを活用したいというニーズが高まっており、常に先進技術

を取り入れるための最適なアーキテクチャが求められます。 

そこで TIS は、幅広い業種・業界の企業に対し、IT 部門の負担を軽減し DX 推進に取り組める

「デジタル基盤オファリングサービス」と、生成 AI アプリの開発を迅速かつ手軽に実現できる

Sandbox環境の構築、運用をサポートする生成 AI導入オプションの提供を開始します。 

 

■「デジタル基盤オファリングサービス」の特長 

⚫ 堅牢・セキュアなハイブリッドクラウドプラットフォーム基盤 

高可用性・高セキュリティが要求される決済サービスの保守、運用実績に基づいた多くのノ

ウハウ・アセットにより、堅牢でセキュアな運用が可能。クラウドの弾力性を最大限生かし

たクラウドネイティブなパブリック基盤と、データを安全に格納・活用可能なプライベート

クラウド基盤といった複数のインフラ基盤サービス群を企業ごとのデジタル化ニーズに合わ

せて適切に組み合わせ、サービス型でスピーディかつ最適な価格で提供。 

 

⚫ オファリングサービスの立ち上げから成長まで各フェーズに合わせた支援機能 

サービスの企画、開発、運用において、立ち上げや開発、成長などの各フェーズごとに、Web
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システム基盤構築や開発効率改善、コミュニケーションやサービス管理等支援する各機能を

提供。 

 

⚫ クラウドエキスパートが提案する最適な構成 

クラウドネイティブアーキテクチャや生成 AI等、先進テクノロジーに精通したエキスパート

が、導入から保守、運用フェーズにおいて、企業ごとの環境に最適なアーキテクチャ構成や

利用機能を選択し提案。 

 

■生成 AI導入オプションの特長 

⚫ 早期の PoC実現～実運用展開が可能 

仮想分割されたマルチテナント型の Sandbox環境により、充実した AI 機能をスピーディに低

コストで利用可能。また、PAYCIERGE利用企業に対しては、既存業務との連携の容易さを追求

し、PoCだけに留まらず実業務への展開までをスピーディに実現。 

 

⚫ 生成 AIのスペシャリストによる充実した支援 

AWS、セカンドサイトアナリティカと豊富な協業実績のある TIS が効果的な生成 AI 活用を支

援。 

 

⚫ 高機密データのセキュリティを担保 

PAYCIERGE利用企業向けに、生成 AI活用にあたり必要となるサンプルデータの準備・データ

加工を TISが一括して実施することでセキュアに PoC実施が可能。 

 

その他サービス等、詳細は以下よりお問い合わせください。 

https://www.tis.jp/service_solution/digital-infrastructure-offering-service/ 

 

■今後について 

今回の生成 AI 導入オプションの提供を皮切りに、順次、New オンプレミスや AI 基盤サービス

等、デジタル化を後押しするための機能を拡充します。TISでは、幅広いハイブリッドクラウドニ

ーズに対応していくとともに、徹底的な構築・運用の自動化を図り、最適なコストで利用ができ

るプラットフォームの実現を目指します。また、オファリングサービスの新規立ち上げ、開発、

運営をサポートする機能を拡充することで導入企業の事業成長をサポートし、導入企業同士の価

値交換を実現するマルチサイドプラットフォームとして進化させていきます。 

 

 

TIS株式会社について（https://www.tis.co.jp/） 

TISインテックグループの TISは、金融、産業、公共、流通サービス分野など多様な業種 3,000社

以上のビジネスパートナーとして、お客様のあらゆる経営課題に向き合い、「成長戦略を支えるた

めの IT」を提供しています。50年以上にわたり培ってきた業界知識や IT構築力で、日本・ASEAN

地域の社会・お客様と共創する ITサービスを提供し、豊かな社会の実現を目指しています。 

 

TISインテックグループについて 

TISインテックグループは、国内外グループ 2万人を超える社員が『ITで、社会の願い叶えよう。』

を合言葉に、「金融包摂」「都市集中・地方衰退」「低・脱炭素化」「健康問題」を中心とした様々な

社会課題の解決に向けて ITサービスを提供しています。デジタル技術を駆使したムーバーとして

新たな価値を創造し、人々の幸せと持続可能な豊かな社会の実現に貢献します。 
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※ 記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載されている情報は、発表日現在のものです。最新の情報とは異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

◆報道関係からのお問い合わせ先 

TIS株式会社 企画本部 コーポレートコミュニケーション部 三輪 

TEL：050-1702-4071 E-mail：pr@tis.co.jp 

 

◆本サービスに関するお問い合わせ先 

TIS株式会社 デジタルイノベーション事業本部 PAYCIERGE総合窓口 

E-mail：paycierge@ml.tis.co.jp 
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